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出 雲 地 区

第27号

立ち直る　君の決意に　地域の支援（石橋　厚）

ま
も
な
く
七
月
を
迎
え
、〝
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
〟
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
あ
や
ま
ち

を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。
昭
和
二
十
四
年
、
戦
後

の
荒
廃
し
た
社
会
に
あ
っ
て
、
当
時
街
に

あ
ふ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
危
惧
し

た
東
京
銀
座
の
商
店
街
の
有
志
の
方
々
が

「
銀
座
フ
ェ
ア
ー
」
を
催
し
、更
生
保
護
の

た
め
の
寄
附
を
行
っ
た
こ
と
が
そ
の
発
祥

と
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
に
そ
の
名
称
を

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
と
定
め
、以

来
社
会
の
変
遷
に
対
応
し
つ
つ
運
動
が
展

開
さ
れ
、
今
年
で
第
六
十
七
回
を
迎
え
ま

す
。

本
年
は
取
組
の
重
点
事
項
と
し
て
「
出

所
者
等
を
雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増
や

す
」「
帰
る
場
所
が
な
い
ま
ま
出
所
す
る
人

の
数
を
減
ら
す
」「
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復

と
社
会
復
帰
を
支
え
る
地
域
の
環
境
を
整

え
る
」「
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
や
障
が
い
者

等
が
、
社
会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受
け

ら
れ
る
環
境
を
作
る
」
の
四
点
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
担
う
行
政
機
関

が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
施
策
の
意
義
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
後

押
し
し
て
く
だ
さ
る
社
会
の
方
々
の
御
支

援
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
実
現
は
難
し

い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
保
護
司
を
始
め
更

生
保
護
女
性
会
や
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
な
ど
地
域
社

会
に
あ
っ
て
、
更
生
保
護
に
取
り
組
む
皆

さ
ま
方
の
御
協
力
と
、
関
係
者
の
み
な
ら

ず
地
域
に
お
住
い
の
皆
さ
ま
方
の
御
理
解

と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、昨
年
十
二
月
に「
再
犯
の
防

止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
施

行
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
法
律
は「
犯
罪
の
約

六
割
が
、
約
三
割
の
再
犯
者
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
事
実
を
踏

ま
え
、
安
心
で
安
全
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
一
度
犯
罪
を
し
た
者
に
再
び

犯
罪
を
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

の
視
点
か
ら
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
彼
ら
自
身
の
社
会
復
帰
に
向
け
た

自
覚
や
努
力
が
重
要
と
し
た
う
え
で
、
周

囲
の
理
解
や
協
力
を
得
て
、
再
び
社
会
の

一
員
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、
国
が
「
再

犯
防
止
推
進
計
画
」
を
策
定
し
各
種
の
施

策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
、
さ
ら

に
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
地
域
の
状

況
に
合
わ
せ
て
計
画
を
策
定
し
、
施
策
の

充
実
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

各
地
域
で
の
計
画
に
お
役
立
て
い
た
だ
け

る
よ
う
国
に
お
け
る
計
画
の
策
定
状
況
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
七
月
は
こ
の
法
律
の
定
め
る

「
再
犯
防
止
啓
発
月
間
」
で
も
あ
り
ま
す
。

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟と
と
も
に
広

く
発
信
し
、
更
生
へ
と
努
力
す
る
人
た
ち

の
意
気
込
み
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
構
築
に
役
立
つ
運
動
へ
と
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
方
面
の
御

支
援
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

立
ち
直
り
を
支
え
て
明
る
い
社
会
を

　
～
再
犯
防
止
推
進
法
の
施
行
を
踏
ま
え
て
～

松
江
保
護
観
察
所
長　
　

山
　
本
　
隆
　
宏
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大丈夫　地域みんなが　見守り隊（周藤千雪）

①  

広
報
車
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

②  

標
語
の
募
集

　

 

対
象

：

小
学
生
、
中
学
生
、
一
般

③ 

作
文
の
募
集

　

 

対
象

：

小
学
生
、
中
学
生

④  

ミ
ニ
集
会
の
開
催
等
地
域
と
の
連

携
・
協
働
活
動
の
推
進

⑤  

中
学
生
と
の
対
話
集
会
や
講
演
会
の

開
催

出
雲
地
区
保
護
司
会
で
は
、
次
の
日

程
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
達
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は｢

す
べ
て
の
国
民
が
、犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ

う
と
す
る｣

趣
旨
に
基
づ
い
て
、
内
閣

総
理
大
臣
が
国
民
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
市
長
に
伝
達
す
る
も
の
で
す
。

平成28年出雲市メッセージ伝達式

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

出
雲
地
区
保
護
司
会
の

そ
の
他
の
取
組

趣　　旨
すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解
を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を
築くため、“社会を明るくする運動”〜犯罪や非行を防止し、立ち直りを支え
る地域のチカラ〜として、次の活動を推進する。

強調月間 ７月を“社会を明るくする運動”〜犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地
域のチカラ〜強調月間とする。

行動目標 ①犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築くための取組を進めよう
②犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう

重点事項

犯罪や非行をした人たちを社会から排除・孤立させるのではなく、再び受け
入れることが自然にできる社会にするため
　①出所者等の事情を理解した上で雇用する企業の数を増やすこと。
　②帰るべき場所がないまま、刑務所から社会に戻る人の数を減らすこと。
　③薬物依存からの回復と社会復帰を長期的に支える地域の環境を作ること。
　④�犯罪をした高齢者・障がい者等が、社会復帰に必要な支援を受けられる環
境を作ること。

を重点事項とする。

 第67回 社会を明るくする運動
〜犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ〜

主唱：法務省

「社会を明るくする運動」は地域みんなの運動

と　

き
●
七
月
三
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
九
時
よ
り

と
こ
ろ
●
出
雲
市
役
所
一
階

　
　
　
　

く
に
び
き
大
ホ
ー
ル

伝
達
者
●
出
雲
地
区
保
護
司
会
会
長

受
託
者
●
出
雲
市
長

参
加
者
●�

一
般
市
民
、保
護
司
会
会
員
、

更
生
保
護
女
性
会
会
員
、
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
会
員
、
協
力
事
業
主

会
会
員
、人
権
擁
護
委
員
、青

少
年
育
成
協
議
会
会
員
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
出
雲

警
察
署
、
少
年
補
導
員
ほ
か
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いじわるを　やめないひとは　よわむしさん（松井宗孝）

第６７回“社会を明るくする運動”
〜犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ〜

の推進に当たってのお願い

“社会を明るくする運動”は、全ての国民が、犯罪や非行の防止と、あやまち

を犯した人の立ち直りについて理解を深め、それぞれの立場において力を合わ

せ、犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築くための全国的な運動です。

安全で安心な国づくりのためには、犯罪や非行をした人を地域から排除した

り、孤立させるのではなく、適切な「仕事」や「居場所」の確保を通じて、責

任ある社会の一員となるよう支えていくことが大切です。立ち直ろうとする人

にとっては、地域の方々を始め、地方公共団体や様々な機関・団体による支え

が何より重要であり、励みとなります。

昨年1 2月には、再犯の防止等の推進に関する法律が成立し、施行されました。

この法律の趣旨も踏まえ、国、地方公共団体、民間が一体となって、犯罪や非

行をした人の立ち直りに向けた取組を推し進めることが重要です。

国民の皆様には、“社会を明るくする運動”と再犯の防止に向けた取組の社会

的意義を御理解いただき、犯罪のない幸福な社会づくりに取り組む決意のしる

しである「幸福の黄色い羽根」のもと、様々な分野から、多くの方々に御参加

いただきますよう御協力をお願いします。

　　平成２９年２月１７日

　　　　内閣総理大臣
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やめようよ　見てみぬふりや　人任せ（向山海里）

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
て
、「
犯
罪
の

な
い
明
る
い
街
づ
く
り
」「
青
少
年
の
非
行
防
止
」
が
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

一
般
の
部

●�

主
催

　
出
雲
地
区
保
護
司
会

●�

応
募
資
格

　
出
雲
市
内
に
居
住
す
る
方

●�

募
集
方
法

　
一
人
三
点
以
内
と
し
、
自
作
・
未
発
表

の
も
の
で
、
用
紙
は
自
由
で
す
。
作
品

に
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

●�

提
出
先

　
市
役
所
・
各
支
所
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
設

置
し
て
あ
る
投
稿
箱
に
入
れ
て
い
た
だ

く
か
、
出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
出
雲
地
区
保
護
司
会
）
ま
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　
七
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日

●�

表
　
　
彰

　

最
優
秀
賞　

一
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　

優
秀
賞　

五
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　

佳　
　

作　

十
点
（
賞
状
・
副
賞
）

小
学
生
・
中
学
生
の
部

●�

主
催

　
出
雲
地
区
保
護
司
会

　

出
雲
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

●
応
募
資
格

　
出
雲
市
内
の
小
学
生
及
び
中
学
生

●
募
集
方
法

　
一
人
三
点
以
内
と
し
、
自
作
・
未
発
表

の
も
の
で
、
用
紙
は
自
由
で
す
。
作
品

に
は
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先

　
各
学
校
を
通
じ
て
、
出
雲
市
市
民
活
動

支
援
課
青
少
年
支
援
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●�

募
集
期
間

　
夏
休
み
期
間
中

●�

表
　
　
彰

　

最
優
秀
賞　

各
一
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　

優
秀
賞　

各
二
点
（
賞
状
・
副
賞
）

　

佳　

作　

各
十
点
（
賞
状
・
副
賞
）

●��

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎�

標
語
・
作
文
の
優
秀
作
品
は
十
二
月
に

発
行
す
る
保
護
司
会
だ
よ
り
に
掲
載

し
ま
す
。

◎�

問
合
せ
先

　

出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
出
雲
地
区
保
護
司
会
）

出
雲
市
今
市
町
五
四
三
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

二
二
─
七
一
九
〇

標 語

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
日
常
の
家
庭
生
活
・
学
校
生
活
や
地
域

の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や
非
行
な
ど
に
関
し
て
考
え

た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
運
動
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

主
　
　
催

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
島
根
県
推
進

委
員
会

後
　
　
援

島
根
県
小
学
校
長
会
・
島
根
県
中
学
校
長

会
・
島
根
県
保
護
司
会
連
合
会
・
更
生
保

護
法
人
島
根
更
生
保
護
観
察
協
会
・
島
根

県
更
生
保
護
女
性
連
盟
・
島
根
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ

連
盟
・
山
陰
中
央
新
報
社

応
募
規
定

●�

応
募
資
格

島
根
県
内
の
小
学
生
及
び
中
学
生

●��

テ
ー
マ

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
趣
旨
を
踏

ま
え
て
、
日
常
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活

の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や

非
行
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
な
ど
を
題
材
と
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

●��
原
稿
枚
数

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
〜
五
枚
程
度

●��

応
募
先

出
雲
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
出

雲
地
区
保
護
司
会
）
へ
学
校
を
通
じ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●��

募
集
締
切
日
　
九
月
八
日（
金
）

●��

そ
の
他

応
募
作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
応
募
に
当
た
っ
て
は
、題

名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

選
　
　
考

島
根
県
推
進
委
員
会
に
優
秀
作
品
を
推

薦
し
、
審
査
の
う
え
入
賞
作
品
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、入
賞
作
品
の
中
か
ら
小
学

生
の
部
・
中
学
生
の
部
の
各
三
点
以
内
を

選
考
し
、
同
中
央
推
進
委
員
会
（
法
務
省
）

に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

表
　
　
彰

最
優
秀
賞　

各
一
点
（
賞
状
・
副
賞
）

優
秀
賞　

各
八
点
（
賞
状
・
副
賞
）

な
お
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。

作 文

募

集

の

お

知

ら

せ

出
雲
地
区
保
護
司
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
出
雲
地
区
保
護
司
会
】
で
検
索
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第67回  社会を明るくする運動  啓発講演会

7月3日㈪
午前9時30分～11時

主催：出雲地区保護司会　　　協賛：出雲市社会を明るくする運動推進委員会

《お問い合わせ》出雲更生保護サポートセンター（出雲地区保護司会）
〒693-0001  島根県出雲市今市町543番地　出雲市社会福祉センター3Ｆ　TEL.0853ー22ー7190　E-mail : izumo-hogoshikai@izumo-net.ne.jp

やり直せるんだ！
講師 金 沢 泰 裕 氏

（プロテスタントキリスト教 大阪弟子教会 担任牧師）

テーマ

誰だって もう一度

1964年1月大阪市生まれ。
大阪弟子教会担任牧師。生駒聖書学院カテキズム講解、実践神学教授
生駒聖書学院、神戸改革派神学校卒業。
カーネル大学神学大学院修士課程修了（M.Div）
ルｰサーライス神学大学院博士課程修了（Dmin）

18歳の時ヤクザの世界に入り賭博抗争に明け暮れたがその世界の罪と悲惨を感じ足を洗う。
父親の死を機会に罪を悔い改めクリスチャンとなり献身し牧師となる。
著書も多数あり「刺青クリスチャン」～親分はイエス様（講談社）～は映画化され話題となる。
大阪府薬物乱用防止指導員等を務め、元ヤクザや問題を抱えた若者や家族の相談に乗っている。
中学校・高等学校・大学等で講演も多数手がけ、青少年の健全育成や更生等、様々な社会活動を行い周囲
の信頼も厚い。

と　き

ところ 出雲市役所
1階・くにびき大ホール

入場無料
※ 入場者数には限り

があります

金 沢 泰 裕（かなざわ　やすひろ）講師略歴

主な著書
●「刺青クリスチャン」 ................................ 早稲田出版
●「人生いつでもやり直せる」.............................小学館
●「イレズミ牧師とツッパリ少年達」 .................集英社
（2004年4月、単行本になって全国一斉発売）

●刺青クリスチャン「親分はイエス様」 .................講談社
●「私の仕事」............................................ 実業之日本社

こんにちは　えがおとえがおが　であうまち（石橋英太郎）
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悪口、かげ口、やめようよ　言葉のナイフは　見えない凶器（高野朋華）

平
成
二
十
八
年
六
月
、
何
の
予
備
知

識
も
得
ぬ
ま
ま
に
保
護
司
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
新
任
保
護
司
研

修
に
お
い
て
、
保
護
司
と
し
て
の
基
礎

的
知
識
及
び
心
構
え
、
そ
の
職
務
遂
行

に
必
要
と
さ
れ
る
事
務
手
続
き
及
び

処
遇
の
実
務
の
具
体
的
履
修
を
終
え

ま
し
た
。
ま
た
法
務
局
・
裁
判
所
等
に

赴
き
、
裁
判
を
傍
聴
し
た
後
に
は
現
役

の
実
務
者
、
裁
判
官
か
ら
様
々
な
島
根

県
の
犯
罪
の
傾
向
を
お
話
し
い
た
だ

き
、
質
疑
応
答
も
行
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
か
つ
て
高
校
教
師
と
し

て
主
と
し
て
生
徒
指
導
に
携
わ
り
、
各

種
の
研
修
会
に
も
参
加
し
、
若
干
の
予

備
知
識
は
あ
る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か

し
、
学
校
教
育
と
の
根
本
的
な
違
い

は
、
単
に
保
護
観
察
だ
け
で
な
く
周
囲

の
環
境
整
備
、
時
に
よ
っ
て
は
就
労
支

援
ま
で
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

点
で
す
。

現
在
、
私
は
出
雲
地
区
保
護
司
会
の

犯
罪
予
防
部
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

部
会
の
役
目
は
地
域
に
お
け
る
安
全

で
安
心
な
社
会
づ
く
り
と
し
て
、
広
報

啓
発
、
青
少
年
健
全
育
成
、
防
犯
、
環

境
浄
化
、
協
力
雇
用
主
の
確
保
の
た
め

の
活
動
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
の
一
つ
で
も
お
役
に
立
て
た
ら

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が

先
輩
保
護
司
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
保
護
観
察
も
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
月
に
二
回
の
家
庭
訪
問
で

本
人
の
現
状
を
把
握
し
、
時
に
は
自
宅

に
招
い
て
就
労
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
、
ま
た
、
市
役
所
や
就
労
支
援
の

た
め
本
人
の
面
接
に
付
き
添
う
な
ど
、

様
々
な
本
人
と
の
触
れ
合
い
を
経
験

さ
せ
て
も
ら
う
中
で
、
強
く
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

本
人
自
身
は
優
し
く
温
厚
で
あ
り
、

世
間
と
の
接
触
を
も
っ
と
望
ん
で
い

ま
す
が
、
周
囲
の
人
の
目
は
本
人
に
と

っ
て
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
よ

う
で
す
。
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
は
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
遠
巻
き
に
眺
め

る
の
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
で
も
い
い

か
ら
ひ
と
声
か
け
て
い
た
だ
く
と
本

人
の
心
境
も
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

私
は
現
在
農
業
に
従
事
し
て
お
り
、

今
で
も
忙
し
い
時
に
は
本
人
に
仕
事

の
依
頼
を
し
て
お
り
ま
す
。
人
間
は
必

ず
短
所
長
所
の
双
方
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
ま
す
。
法
的
に
は
触
れ
な
い
ま
で

も
ギ
リ
ギ
リ
の
失
敗
は
誰
も
経
験
が

あ
る
は
ず
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
保
護
司
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
な
が
ら
研
鑽
を
つ
み
、
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

ミニ集会でのグループ討議

裁判所での傍聴、見学

更生保護施設の参観、研修

保
護
司
に
就
任
し
て保

護
司
　

嘉
　
本
　
秀
　
男
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おかえりと　地域の見守り　夜道を照らす（奥井寛太）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
寄
稿
に
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
内
容
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

夫
婦
喧
嘩
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
あ
る
話
で

す
が
、
我
が
家
で
も
一
昔
前
に
は
日
常
茶
飯

事
に
繰
り
返
し
ま
し
た
。
多
い
時
に
は
一
日

に
二
〜
三
回
、
そ
れ
も
些
細
な
こ
と
か
ら
大

き
な
声
で
互
い
が
自
己
主
張
し
ま
す
。
頭
の

体
操
を
兼
ね
て
い
る
の
で
簡
単
に
は
引
き
下

が
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
我
慢
し
て
い
て
は

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
ま
す
。
自
分
の
思
っ
て

い
る
こ
と
を
口
に
出
す
こ
と
で
ス
ッ
キ
リ
し

ま
す
。
そ
し
て
、
お
互
い
の
元
気
さ
を
示
す

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。

と
は
言
っ
て
も
、
喧
嘩
し
た
ま
ま
後
を
引

く
の
は
気
ま
ず
く
な
り
ま
す
。
私
も
妻
も
、

「
お
休
み
な
さ
い
」「
お
は
よ
う
」「
行
っ
て
き

ま
す
」「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
な
ど
の
挨
拶

を
、
喧
嘩
し
た
日
も
し
な
い
日
も
決
し
て
欠

か
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、
大
い
に
夫
婦
喧
嘩
を
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
挨
拶
と
声

掛
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
家
庭
円
満
の

秘
訣
で
す
。

最
近
は
、
挨
拶
を
し
な
い
家
庭
が
増
え
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
朝
起
き
て
か

ら
寝
る
ま
で
に
交
わ
す
挨
拶
は
、
家
族
間
の

信
頼
を
築
き
ま
す
。
そ
し
て
、
外
に
出
か
け

た
際
、
自
分
か
ら
の
積
極
的
な
挨
拶
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
ず
は
家
庭
の
中
で
挨
拶
を
し

ま
し
ょ
う
。

（
挨
拶
大
好
き
男
）

「
夫
婦
喧
嘩
と
挨
拶
」

会
　
　
長　

坂
本
圭
祥
（
出
雲
支
部
長
）

副
会
長　

岡
田
泰
明
（
平
田
支
部
長
）

　
　
　
　
　

延
本
輝
典
（
斐
川
支
部
長
）

　
　
　
　
　

野
津
徳
男
（
河
南
支
部
長
）

　
　
　
　
　

川
本
龍
祥
（
大
社
支
部
長
）

常
任
理
事　

鈴
木
二
郎
、
橘　

亮
秀
、
藤
森
麗
子

　
　
　
　
　

中
尾　

亮
、
原　

洋
子
※1

理
　
　
事　

勝
部
治
良
※2
、
三
島
洪
道
※3
、

　
　
　
　
　

高
尾　

彬
※4
、
景
山
大
圓

監
　
　
事　

坂
根
光
紀
※5
、
野
津
雅
史
、
内
部
康
正

事
務
局
長　

岡　

賢
治

専
門
部
会
（
◎
…
部
会
長
、
○
…
副
部
会
長
）

　

総
務
部
会　
　

…
◎
原　

洋
子
※1　

○
川
上　

雅
文

　

研
修
部
会　
　

…
◎
三
島
洪
道
※3　

○
園
山
久
美
子

　

犯
罪
予
防
部
会
…
◎
高
尾　

彬
※4　

○
槇
野　

博
巳

　

協
力
組
織
部
会
…
◎
勝
部
治
良
※2　

○
米
田　

宣
雄

　

広
報
部
会　
　

…
◎
田
部
敏
雄　

○
坂
根　

光
紀
※5

出
雲
地
区
保
護
司
会

平
成
二
十
九
・
三
十
年
度
執
行
部
が

新
し
く
選
出
さ
れ
る
　
　
　
　
　（
※
は
兼
任
者
）



更
生
保
護
功
労
受
章
者

（
平
成
二
十
九
年
春
の
叙
勲
）

瑞
宝
双
光
章　

土
井　

一
顕
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出
雲
地
区
保
護
司
会
だ
よ
り
第
二
十
七
号
　
　
平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
発
行
　
　
出
雲
地
区
保
護
司
会
　
　
事
務
所

：

出
雲
市
今
市
町
五
四
三
番
地
　
電
話
2
2 

─ 

7
1
9
0

巻
頭
に
は
、今
年
度
着
任
さ
れ
た
松
江

保
護
観
察
所
長　

山
本
隆
宏
様
に
執
筆

を
お
願
い
し
ま
し
た
。薬
物
事
犯
者
や
犯

罪
を
し
た
者
（
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
性

犯
罪
者
・
暴
力
団
関
係
者
な
ど
）
の
再
犯

率
二
九
・
八
％
（
有
職
者
で
七
・
五
％
）

と
依
然
と
高
い
な
か
、
平
成
二
十
七
年

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」、ま
た
平
成

二
十
八
年
十
二
月
十
四
日
に
は
、「
再
犯

の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。生
活
困
窮
者
一
人
ひ
と

り
が
孤
立
し
な
い
・
孤
立
さ
せ
な
い
よ
う

支
援
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。地
域
で
ど

の
よ
う
な
社
会
資
源（
立
ち
直
り
に
向
け

て
の
民
間
協
力
者
の
支
援
等
）が
あ
る
の

か
を
知
り
、
さ
ら
に
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

（
坂
根
光
紀
）

おかげさま　感謝の心　忘れずに（川上寛葉）

◎
退
　
任

安
田　

公
臣（
出
雲
）

（
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
付
）

横
木　

俊
信（
出
雲
）

安
井　
　

守（
出
雲
）

安
住　

文
雄（
平
田
）

坂
本　

光
弘（
斐
川
）

周
藤　

昌
夫（
斐
川
）

（
平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
一
日
付
）

◎
新
　
任

山
本　
　

登（
出
雲
）

竹
下　

正
宏（
平
田
）

佐
々
木
知
江
三（
斐
川
）

三
島　

健
二（
斐
川
）

（
平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
付
）

保
護
司
の
異
動

◎
田
部　

敏
雄　
　

○
坂
根　

光
紀

　

川
上　

清
子　
　
　

勝
島　

徹
正　
　

　

一
ノ
瀬
隆
男　
　
　

野
津　

雅
史

　

天
野　

良
枝　
　
　

藤
田　
　

努

　

花
田
久
美
子　
　
　

足
立　

眞
司

　

石
飛　

博
雄　
　
　

水　
　

教
一

　

板
木　

正
久　
　
　

渡
部　

享
次

　

竹
下　

正
宏　
　
　

三
島　

健
二

◎�

部
会
長　

○�

副
部
会
長

広
報
部
会
編
集
委
員

近
年
、
社
会
を
震
撼
さ
せ
る
よ
う
な

犯
罪
が
相
次
い
で
発
生
し
、
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
予
防
す
る
に
は
、

地
域
社
会
か
ら
犯
罪
に
陥
る
者
が
出
な

い
よ
う
に
環
境
を
浄
化
す
る
な
ど
、
犯

罪
予
防
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
一
方
、犯
罪
に
陥
っ
た
者
が
再
犯

を
し
な
い
よ
う
保
護
や
指
導
を
す
る
こ

と
も
特
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
少
年
院

や
刑
務
所
か
ら
釈
放
に
な
っ
た
者
が
、再

び
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
温
か

く
迎
え
入
れ
、
職
業
や
住
居
確
保
な
ど

に
つ
い
て
助
言
や
援
助
を
行
う
な
ど
し

て
更
生
へ
の
自
覚
を
促
進
し
、安
定
し
た

生
活
に
つ
か
せ
、善
良
な
社
会
の
一
員
と

し
て
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が
、社
会
全
体
と

し
て
極
め
て
重
要
な
問
題
で
す
。

こ
れ
ら
の
仕
事
に
は
、
社
会
奉
仕
の

熱
意
と
人
間
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
島

根
県
内
お
よ
そ
五
〇
〇
人
の
保
護
司
並

び
に
更
生
保
護
関
係
の
機
関
・
団
体
で

あ
る
更
生
保
護
法
人
し
ら
ふ
じ
、
島
根

県
更
生
保
護
女
性
会
員
、
島
根
県
Ｂ
Ｂ

Ｓ
会
員
、
島
根
県
協
力
事
業
主
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
島
根
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

な
ど
の
人
た
ち
が
日
夜
こ
れ
に
た
ず
さ

わ
り
、
犯
罪
前
歴
者
や
非
行
青
少
年
の

更
生
保
護
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
明
る
い

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

更
生
保
護
事
業
に
は
種
々
の
施
策
が
講

ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
出
来
な
い

仕
事
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
理
解
あ
る
協
力
者

を
社
会
に
求
め
、
物
心
両
面
に
亘
る
ご

支
援
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

島
根
保
護
観
察
協
会
は
、
こ
う
し
た

状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
県
内
に
お
け

る
犯
罪
予
防
並
び
に
保
護
司
活
動
等
の

充
実
発
展
を
図
る
目
的
を
も
っ
て
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

左
記
の
会
費
を
納
入
い
た
だ
き
、
当
協

会
の
会
員
と
し
て
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

普
通
会
員　

年
額　

一
千
円
以
上

協
力
会
員　

年
額　

三
千
円
以
上

賛
助
会
員　

年
額　

五
千
円
以
上

特
別
会
員　

年
額　

一
万
円
以
上

名
誉
会
員　

年
額　

十
万
円
以
上

更
生
保
護
法
人
島
根
保
護
観
察
協
会

理
事
長　

古
瀬　
　

誠

お
礼
と
お
願
い

出
雲
地
区
で
は
、
昨
年
度
、
約
千

七
百
名
の
皆
さ
ま
に
島
根
保
護
観
察

協
会
に
ご
加
入
の
う
え
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
度
も
、
引
き
続
き
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

��

出
雲
地
区
保
護
司
会

会
長　

坂
本
圭
祥

※この広報紙は、更生保護法人島根保護観察協会からの助成金を財源として発行しています。

更
生
保
護
、

あ
な
た
の
善
意
が

　
事
業
の
支
え
。


